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巻 の 2 冊 セ ッ ト を 創刊 特別 価格 990 円 
込 ) で 発売 し て お り ま す 。 お 近く の 書店 邓 
求め くだ さい 。 
時 | 特別 価格 は 2010 年 5 月 末日 まで の 期間 限定 と な り 
ます 。 そ れ 以 降 は 通常 価格 1.790 円 (税込 ) と な り ま す 。 
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NGELION MASS PRODUCTION MODEL 


S 機 関 を 搭載 し た 
EVA の 量産 モデ ル 


「 人 類 補完 計画 ] の た め に 建造 され た ゼー レル 直轄 
の EVA。 それ が EVA シリ ー ズ と 呼称 され る 5<13 号 
機 ま で の 量産 機 で ある 。 これ ら 9 体 は S: 機 関 を 標準 
搭載 し 、 ロ ン ギ ヌス の 槍 の レプ リカ を 持つ 。 し か し な 
が ら 、 その 能力 と 装備 は 使徒 残 減 の た め に 用 意 され 
た 力 で は な い 。 すべ て 人 類 補 完 計 画 遂 和 要 な 
も の で あり 、 9 と いう 機体 数 も 、 EVA 初 号機 を 依 代 に 
据え て 具現 させ た “ セ フ ィ ロ ー ト の 和樹! に ある 10 の セ 
フィ ー ラ ー (カバ ラ に お ける 神 の エネ ルギー 流出 段 
階 ) に 対応 する た め の も の で あろ う 。 

能力 と 装備 に お いて 従来 の EVA と 一 線 を 画す 量 
産 機 は 、 対 EVA 戦力 と し て の 側面 も 持つ 。 実際 に そ 
の 力 は EVA 弐号 機 に 振る われ 、 これ を 制 し て いる 。 
その 際 に 見 せ た 捕 食 行動 は 、“ ヒ ト ” が 操縦 し な い 
EVA 本 来 の 姿 な の で あろ う が 


量 产 机 仁 、 叛 意 在 示 大 分 K 旋 三 NERV 本 部 D 上 


制圧 の た め 、 ゼー レ に よっ て 投入 され た 。 そこ で 抵抗 


する 弐号 機 を 鷺 踊 し 、 初 号機 を 依 代 と し て サー ドイ | 
ン パ クト を 誘発 させ る 。 その 過程 で リリ ス と 同化 、 最 | 


後 は 活動 を 停止 し た か の よう に 石像 と 化す 
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量産 機 
搭 業者 :DUMMY PLUG 


KAWORU.01 


主 起 症 APON 


ス の 槍 (レプ リカ ) 


国連 を 意 の まま に 動 
が か す ほ どの 権力 を 持 
つ 巨大 な 秘密 結社 。 
9 体 の EVA シリ ー ズ を 
用 いて 、 人 類 補完 計 
画 を 実行 し た 。 


が rkOwor 講 ORt。 ] 


(SN ペー ロ ・ ミ ー*) 


EVANGELION MASS PRODU 


“ 量 产 机 OO 构造 一 一 一 


頭 部 以外 は プロ ダク ショ ン モ デル と 同様 の ボディ を 
持つ 量産 機 。S* 機 関 を 動力 に する こと で 実現 し た と 思 
われ る 再生 お よび 飛行 能力 を 持ち 、 機体 性 能 は 従来 
の EVA を 大 きく 上 回 る 。 また 、 適 格 者 で は な く 、 標 準 
搭載 の ダミ ー プ ラグ に よっ て 稼働 する 点 も 特徴 。 


[OCTECCI | 


格納 式 の 翼 を 背部 に 持ち 、 単体 で の 飛行 が 可能 。 これ に よ 
っ て 運用 の 幅 が 広がり 、「 空 中 か ら の 攻撃 」 と いう 3 次 元 戦 闘 を 
可能 に し た も の の 、 量産 機 が その 優位 性 を 活か し て 戦う こと は 
な か っ た 。 むし ろ 要 は サー ドイ ン パ クト に 必要 で あっ た 模様 。 


图 量産 機 同士 の A.T. フ 


ィ イー ルド が 共鳴 を 起こ 


才 际 、 要 办 9 内侧 区 复 
数 の 目 の よ うな も の が 
出現 。 その 後 リリ スー 
レイ と の 同化 現象 が 
見 られ た 。 


翼 を 展開 し た 量産 機 


す 軸 の 収縮 プロ セス 

| ーー ーー 
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ハ 虫 類 的 な 顕 部 は 生物 的 嫌悪 を 感じ させ る 。 笑 む お よう に 口 
先 を 歪め る し ぐさ は 、 知性 ある 生物 の よう な 意志 を 感じ させ る 
も 、 それ が 感情 に 基づく も の か どう か は 定か で は な い 。 


号機 の 生体 部 品 を 
喰い 散ら か す 量 産 機 。 
馬 軒 口 は 拘束 具 で 閉じ ら 
所 、 初 号 機 に 
生じ た 消 の よう な 部 分 
を 噛ん で 空中 へ と 率 


引 し た 。 
④ 大 剣 ロ ン ギ ヌス の 槍 の レプ リカ)| | 


携え た 大 剣 は ロン ギ ヌ ス の 栓 の レプ リカ で ある 。 あく まで イミ 
テー ショ ンコ ピー と 思わ れる が 、 A.T. フ ィ ー ル ド を 貫く 力 は オリ ジ 
ナル と 層 色 な いも の の よう で あり 、 サー ドイ ン パ クト の 発生 に お 
いて 、 初 号機 の 掌 に 聖 痕 を 刻む 役割 を 果たし た 。 


- 量産 機 の 活動 記録 


ーー 


om 
区 。 。 | 


合 ロ ン ギ ヌス の 槍 


NERV 本 部 の 制圧 に 投入 され た EVA シリ ー ズ 。 弐号 
機 の 抵抗 に 遭い 次 々 と 活動 停止 に 追い 込ま れる が 、 S: 
機関 に よる と 思わ れる 再生 能力 に よっ て 活動 を 再開 
し 、 ロ ン ギ ヌス の 槍 の レプ リカ を 用 いて 弐号 機 を 打 
破 。 電源 の 切れ た 同機 を 容赦 な く 忠 踊 す る 。 その 後 、 
初 号 機 を 依 代 と し て サー ドイ ン パ クト を 誘発 させ た 。 そ 
の 際 に リリ ス と 同化 し 、 自ら の コア に ロン ギ ヌ ス の 槍 
の レプ リカ を 突き 立て る 。 それ を 契機 に 、 人 類 は 一 斉 
に L.C.L. と 化し て いく 。 最後 は 、 初 号 機 の 振る う ロ ン 
ギ ヌ ス の 槍 か ら 放 た れ た 光 に うた れ 、 ロン ギ ヌ ス の 檎 
の レプ リカ は 消 減 。 石 像 と 化し た 量産 機 は 地上 へ 降 
下 し て いく の だ っ た 。 


圧倒 的 な カ で 戦い 続け る 弐号 機 
も 、 電源 切れ に よっ て 力尽き る 。 
その 弐号 機 を 集団 で 喰い 荒らし 、 


初 号 機 を 中 心 と し て 描か れ た セ フ 
イィ ロー ト の 樹 。 初 号機 の ほか 量産 
機 そ れ ぞ れ が 各 セ フィ ー ラ ー の 役 


图 ダミ ー プ ラグ に よる 稼働 | | 


『 ミ ー プ ラグ は 人 間 の 適格 者 に 劣る と いえ よう 。 事実 、 戦 闘 
で は セカ ンド チル ドレ ン の 式 号 機 に 遅れ を と っ て お り 、 結局 の と 
ころ 再生 能力 と 武器 性 能 の 力 押し で 打ち 勝て た だ け で ある 。 実 
戦 で の 判断 能力 も さる こと な が ら 思 考 能力 も 低く 、 数 の 有利 な 
ど を 活か さ ず 弐号 機 に 戦闘 を 仕掛 け 、 各個 撃破 され て いる 。 


ミー ブラ グ の 表面 に 
「KAWORU」 と ある た 
め 、 フ ィ フ スチ ルド レン 
潮 カ ラル の パー ソナ ル 
デー タ を 用 いて いる と 
思わ れる 。 


1 ロン ギ ヌ ス の 槍 の オリ ジ ナ ル 。A.T. フィー ルド に 対し て 絶対 的 な 突破 
能力 を 誇る ほか 、 生命 の 始 源 に 対す る 活動 休止 能力 、 生命 の 樹 へ の 選 
元 能 力 な ど 、 単なる 武器 の 枠 に 収まら な い 力 を 秘め た オー パー ツ で ある 。 


実 」] で あろ う S 
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haracter Sheet 
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| キー ル ・ ロ ー レ ンー 


東海 に 従い 、 特 季 機 関 NERV 
が 推し 進め て きた 、「E 計 画 」 「 ア ダム 計画 ] を 含む 
最 重 要 と され る 計画 一 人類 
ュー ル 送 捗 を 指導 監査 する 国 
連 の 税 密 組織 「 人 天守 員 会 ] の 議長 を 務め る 
の が キー ル ・ ロ ー レ ン ツ で ある 。 また 、 人 天守 
肌 会 の 上 位 機関 に あたる 国際 的 和 補 細 織 ゼー レ の 
主要 メン バー の ひと り で も あぁ る 

キー ル 自 身 の こ と に つい て は 、 その 名 と 、 ド イツ 
国務 を 持つ と いう こと 、 そ の 身体 の ほとん ど が 機械 
化 き され て いる と いう こと 以外 は 明らか 
い 。 年齢 、 素 放 構 成 、 る もしくは その 過去 に つい て 
な い 。 これ は 秘密 結社 の 
され て いる 情報 な の か も 
に だ 、 少な く と も セカ 


て いな 


で は な いか と 思わ 


その 性 格 に つい て も お 
最 帮 随 老 和 4 


A 人 
mnERV 


Meoe 


キャ ラク ター シー ト キー ル ・ ロ ー レ ン Sheet 15 


haracter Sheet 


IN 2 


ル と いう 存在 に つい いる 
れ は 、 破 が 自ら 专攻 
る こと が 最期 の 月 間 ま で な か っ た た めで ある 。 価 
その 身 佑 の ほとん ど が 機械 で 構成 され で いる の か 、 
すら 不明 で ある 。 キール の 答 楼 の 身体 は 
セカ ンド イン パク ト の 際 に その 肉体 を 失っ た た め の 
も の と も 考え られ る が 、 そ れ は 想像 の 域 を 出 な い 
キー ル の 所 属す る ゼー レ が 人 類 補 完 計 画 に 乗り 出 
し た の は 、 セカ ンド イ 


こと は 少な し っ いて 何 


と な ども 考え 合わ せる と 、 身体 を 機械 に 変 
で も 生き 延び た 理由 は 、「 人 類 の 本 完 」 の た 
めで あっ た と いえ よう 。 た だ し 、 セ カン ドイ ン バ パク 
丈 の 中 に 何 か を 見 出し て 人 類 の 補完 を 望ん 
それ と も 以前 より の 目的 で あっ た の か 、 責 
本 は 間 の た だ 、 事 実は どう あれ 、 視 の 存 
在 が 人 類 補 売 計画 の 実行 、 推 肖 に お いて 重要 な 笛 
害 を 果たし た こと だ け は 確か で あう 


独 ・ 甘 ・・ 臣 ・ 仏 の 5 カ国 より 
与 和 大 委员 办 避 丰 五 国 过 四 秘密 相 纺 ， 人 类 祖 完 委 


存在 
位置 に いる 人 物 な ら ば 、 そ れ は 仕方 の な い 
言え る 。 し か し 彼ら が 。 キ ー ル が 詞 長 で ある 
不平 を 言う 迎 ら う 欄 子 な 
ど が 見 受け られ る 場面 は 存在 し な ! 
ル が 長 た る 人 物 と し て 認め られ て いる と いう 証左 で 
あり 、 第 は 謀 長 に ふさ わし い 実 病人 村 、 能力 を 


持ち 


わせ て いた た めで は な いか と 考え らち れ る 


税 密 結社 た る ゼー レ に お ける 最高 幹部 の 会 議 は 
全員 が モノ リス の ホロ グラ ム を 通じ 、 半 を 現さ ず 音 
声 の み で 行わ れる 。 その 中 で 、 キ ー ル の 存在 を 表す 
モノ リス の 番号 は No.01 と な っ て いる 。 モ ノリ ス に 
記さ れ た 番号 が どの 程度 の 意味 を 持つ の か は 不明 
で ある が 、 キ ー ル は ゼー レ に お いて 、 首席 、 も し く 
は それ に 準ずる 存在 で あっ た と 考え て 間違い は な 
條 の 発 詩 は セー レ が 人 天 捕 計画 を 訂 議 
する 過程 に お いて - 強い 決定 権 を 持っ て い 者 
で ある 。 ゲン ドウ と の 対立 後 、 キ ー ル の 言葉 (3 
NERV 本 部 の 款 力 行使 に よる 直接 占 的 が 決定 き 『 
た こと な どか ら も 、 そ れ は 見 て 取れ る 


公式 発表 を 行なう 国連 の 人 物 に 押し 寄せ る 大 勢 の 取材 陣 。 そ の 中 
に キー ル が 紛れ て お り 、 近 くに は ゲン ドウ の 姿 も 確認 で きる 。 


2000 年 9 月 13 日 に 南極 大 陸 に て 発生 し た 、 有 史 
以来 最大 の 大 爆発 、 セ カン ドイ ン パ クト 。 こ れ は 、 
南極 で 発見 され た 光 の 巨人 アダ ム を 、 ほ か の 使徒 
が 覚醒 する 前 に 卵 に 還元 し よう と し た こと が 原因 で 
引き 起こ され た も の で あっ た と いう 。 し か し 、 国 連 
の 公式 発表 で は 、 大 質量 随 石 が 光速 の 数 十 % の 速 
度 で 落下 し た こと に よる も の と な っ て いた 。 こ れ は 
明らか に 情報 操作 が な され た も の で あり 、 そ の 裏 に 
は ゼー レ 、 ひ いて は キー ル の 存在 が 見 え 隠 れ し て い 
た 。 当 時 の 新聞 記事 の 写真 な ど に 彼 の 姿 が 見 られ 
る こと か ら 、 情 報 操作 の 衰 に いた 人 物 は 、 若 き 日 
の キー ル だ っ た の で は な いか と 推測 され る 。 


EVA 初 号機 が 使徒 の S* 機 関 


より 器 わ に し て いく 。 


9 
回 
は 
加 


MAGI の ハッ キン グ 
が 行なわ れ 、 そ れ を 
阻止 され た こと に より 
NERV の 直接 占拠 


が 始ま る 。 


連 の 直属 機関 で ある 特務 機関 NERV の 総司 令 
を 務め る 人 物 、 碗 ゲン ドウ 。 彼 は ゼー レ と 同様 、 人 
類 を 新た な 段階 に 人 工進 化 さ せる 、 人 類 補完 計画 
を 目指 し て いた 。 そ の た め 両 者 は 協力 関係 に あり 、 
キー ル は ゼー レ の 主要 人 物 と し て 、 ゲ ンド ウ に 計画 
を 推進 させ る た め の 直 接 的 な 指示 を 与え て いた 。 し 
か し 、 ゲ ンド ウ が 想定 し て いた 人 類 補完 計画 が ゼ 
ー レ の それ と は 異な る も る の で あっ た た め に 、 ゼ ー レ 
の ゲン ドウ に 対す る 不信 感 は 募り 続け 、 彼 ら の 確 
執 は 修復 不可 能 な も の と な っ た 。 そ し て 、 最 終 的 
に は 武力 衝突 へ と 発展 、 ゼ ー レ は NERV 本 部 の 直 
接 占拠 を 図る こと と な る 。 


ロン ギ ヌ ス の 檜 、EVA シ リー ズ 、 そ し て EVA 初 号機 の 要素 が | 、 
人 類 を 補完 する 儀式 が 始ま 間 の キー ル 。 自 ら が 心 よ り 望 み 、 
それ に 向かっ て ひ た 進 ん で い 開始 し た 瞬間 で ある と いう の 
に 、 その 表情 に 変化 は 見 られ な い 。 する まで は 、 油断 は 許さ れ 
な いと いう こと な の か も し れ な い 。 


身体 の ほとん ど が 機械 で 構成 され て いた キー ル 。 
お そら く 既 に 生身 の 肉体 で は 生命 を 維持 する こと 
が 出来 な い 状 態 で あっ た 中 、 機 械 化 に より 生き 長 
ら え 、 捕 完 の 瞬間 を 待っ て いた と 予想 され る が 、 定 
か で は な い 。 し か し 、 も し そう だ っ た と する な ら ば 、 
彼 の 人 類 補 完 計画 に 対す る 執念 は 並々 な ら ぬ も の 
で あっ た だ ろう 。 キ ー ル が 何 を 思い 人 類 の 補完 を 求 
め た の か 、 そ れ は 不明 で ある 。 し か し 、 実際 の と こ 
ろ 、 彼 は ゼー レ と いう 組織 に お いて 、 た だ 人 類 の 補 
完 に 向け て の み 適 進 し て いた よう に 思わ れる 。 そ の 
傍証 と し て 、 計 画 に つい て 以外 の 事物 に 言及 する 
場面 は 、 ほ と ん ど 見 受け られ な か っ た 。 


天 か ら 注 ぐ 赤 い 光 に 包ま れ 、 そ れ ま で に 見 せ た こ と も な い 笑 み を 浮 


か べた まま 補完 され て いっ た キー ル 。 手 を 組ん で いる 姿 は 、 何 か に 
祈っ て いる よう に も 見 える 。 そ の 最期 の 言葉 は どこ か 哲学 的 で も あ 
り 、 彼 が 何 を 思っ て い . は 知る 由 も な い 。 そ の 思い は 彼 の 身体 
が L.C.L. と 化す の と 同時 に 溶け て いっ て し まっ た 。 


「 始 まり と 終わ り は 同じ と ころ に ある 。 よい 、 すべ 
て は これ で よい 」 一 一 これ が 、 補 完 の 瞬間 に キー ル 
が 残し た 最期 の 言葉 で あっ た 。 自ら が 推し 進め て い 
た の と は 違う 方 法 で な され た 補完 は 、 彼 に と っ て 望 
ん だ も の だ っ た の か 、 ある い は 望み と は 異な っ て い 
た が 結果 と し て は よい と いう 諦め な の か 、 その 真意 
は 明らか で は な い 。 

笑み を 浮か べ る キー ル の 姿 が 見 られ る の は た だ 一 
度 、 こ の 最期 の 瞬間 だ け で ある 。 彼 が 何 を 見 た の 
か 、 それ は 判ら な い 。 し か し 、 彼 は その 満足 げ な 笑 
顔 の まま 、 L.C.L. と 化し て いっ た 。 た だ 、 その 身体 の 
大 部 分 を 占め る 機械 部 分 は 残さ れ た まま で あっ た 。 
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ERV VEHICLES 


現代 社会 に お いて 車 は 欠か せな い 移動 手段 で あ 
る 。 さ ら に 多種 多様 な 機能 を 兼ね 合わ せ た 特殊 車 
両 は その フッ トワ ー ク と 相まって 高い 利便 性 を 持つ 。 

NERV で は 、 第 3 新 東京 市 内 で の 使徒 迎撃 戦 の ほ 
か 野外 戦 に も 備え る べく 、 対 使徒 戦 に お いて EVA 
を バッ クア ッ プ する た め の 特 殊 車両 を 揃え て いる 。 
その 最たる も の が 、 対 使徒 戦略 に 欠か せな い 情 報 
処理 能力 を 有する 指揮 車両 で あり 、 軍 事 用 の 大 型 
車 か ら 治安 担当 の 警備 車 まで 、「 情 報 ] の 重要 さ を 
理解 し た 上 で の 実戦 運用 を 行なっ て いる 。 

戦闘 に 真価 を 発揮 する 車両 の ほか 、 要 人 送迎 、 
建築 作業 用 と いっ た 日 常 的 な 車両 も 多い 。 特 に 
NERV 本 部 の 工事 や 戦闘 で の 破損 を 補修 する た め 
に も 、 作 業 用 車両 は 昼夜 問わ ず 稼働 が 続く 。 

これ ら 車 両 は 戦闘 の 矢面 に 立つ こと こそ 少な い 
も の の 、NERV を 影 か ら 支 える 「 縁 の 下 の 力持ち 」 
と し て 大 事 な 役割 果たし て いる と いえ よう 。 
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ERV VEHICLES 


警備 部 が 使用 する ワン ボッ クス タイ プ の 車両 。 指 
揮 車 と し て の 機能 を 備え 、 戦 略 自衛 隊 も NERV 本 
部 襲撃 の 際 に 野戦 司令 部 と し て 用 いて いた 。 
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小型 の トレ ー ラ ー。 内 部 は 簡易 休憩 所 な ど に 使 
用 され て いる 様子 。 な お 、 康 引 車 両 や トレ ー ラ ー 
は 用 途 に 合わ せ 複 数 種類 ある と 思わ れる 。 


ヤシ マ 作戦 決行 前 に 
ジ と 綾波 レイ が プラ グ ス ー ツ 
へ 着替え る 際 に 使用 し た 。 開 
閉 式 の 長椅子 と ロッ カー が 向 
| か い 合わ せ に 2 組 ず つ 備 わっ 
て お り 、 電 動 式 タペストリ ー 
っ て 車内 を 中 央 で 仕切 る 
こと が 可能 と な っ て いる 。 


連 お よび NERV で は 、 高 級 車 で ある キャ ディ ラ 
ッ ク ・ コ ンコ ー ス を 公用 車 と し て 使用 。 要 人 の 送 
迎 な ど に 使わ れ て いる と 考え られ る 。 そ の ほか 、 保 
安 課 報 部 の 足 と し て 活躍 し て いる よう だ 。 


シン ジ が 第 3 新 東京 市 を 去る 
決意 を し た 際 に 合計 2 度 ほ ど 
乗車 し て いる 。 
レン で ある 彼 の : 
と いう 任 を 帯び た 保安 護 報 
部 の スー ツ 組 に よっ て 、 新 箱 


セ ネ ラル モー ター ズ 社 の 名 国 
で 、 政 府 指導 者 な どの 専用 車 


と し て 広く 採用 され て いる 。 車 上 
体 に は 公用 車 で ある こと を 示 
す 「NERV」「UN」 の 文字 が あ 
り 、 ナ ン バ パー プレ ー ト も 独自 生 
の も の と な っ て いる 。 


@ 作 業 機 械 
高度 な 科学 技術 を 必要 と する 作業 機械 が 実用 化 され て い 日 本 
る の も NERV の : ) \ し た NERV 所 : 


水中 作業 機械 
が 普通 に 使わ れ 


LC.L. ブ プラ ント に 
われ る フリ ゲー ト 


る 。 これ ら は 主 に 要 人 の 


ENERV 使徒 蔵 減 を 目的 と す 輸送 や 信 
ョ ヤシ マ 作 戦 る 国軍 直属 の 特務 機 輸送 や 休 

関 。 そ の た め 、 世界 られ 、 最 前 線 で 使わ れる 
四 保 安斉 報 部 で 最も 充実 し た 車両 こと は ある も の の 、 戦 闘 に 4 
人 見 等 の 法 備 を 持つ 組 5 区 まう 。 参加 する こと は まず な いい 
時 国連 軍 と いえ よう 。 
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| SECOND IMPACT 

主 に 20 世 紀 に 行なわ れ た 費 密 な 地質 学 上 の 調査 
に よっ て 、 地球 上 で 進化 を 遂げ た 生物 は 複数 回 に 渡 
っ て 未 貧 有 の 大 災害 に 見 舞 わ れ た こと が 判明 し て い 
る 。 いわ ゆる 「 大 量 絶滅 ]」 で ある 。 原因 と し て は 大 規 
模 な 地殻 変動 、 地軸 の 傾斜 及 の 突発 的 な 変化 、 磁 
極 の 転回 、 さら に 日 照 量 の 劇 的 な 変化 な ど が 挙げ ら 
れ て いる が 、 正確 な 原因 は 判然 と し て いな い 。 だ が 
原因 が 何で あれ 、 災厄 に 見 舞 わ れ た 時 代 に 生き た 
生物 の 大 半 が 死 減 し た こと は 紛れ も な い 事 実 で ある 。 
そし て それ は 人 類 に と っ て も 例外 で は な か っ た 。 時 
に 西暦 2000 年 。 突 名 飛来 し た 隅 石 が 南極 大 陸 に 衝 
突 し 、 全 世 界 規模 の 大 災厄 を 引き 起こ し た の だ 。 こ 
れ が 世に 言う 「 セ カン ドイ ン パ クト 」 で ある 。 

最も 古い 大 量 絶 減 は 約 2 億 4800 万 年 前 (古生代 
ペル ム 紀 ) に 起こ っ た と され る 。 当 時 の 地球 は 温暖 
な 環境 に 恵まれ 、 陸上 に は 様々 な シダ 植物 が 生 い 茂 
り 、 恐竜 の 直系 の 祖先 に 当たる 双 弓 類 が 生息 し て い 
た 。 さら に 当時 は 赤道 付近 に 巨大 大 陸 パ ン ゲ ア が 形 


Technology Sheet 


南極 大 陸 に 隅 石 が 衝突 する 様子 は 、 メ キシ コ の アマ チュ ア 天 文学 者 セイ モア ・ ナ ン に よっ て 落下 の 15 分 前 の 姿 が 観測 され て いる 。 


また 衛星 か ら の 軌道 映像 も 残さ れ て いる が 、 


成 され て お り 、 大 陸 周 辺 の 浅い 海 に は 軟体 動物 、 款 
皮 動 物 、 腕 足 動物 と いっ た 多種 多様 な 種 が 繁栄 し 
て いた の で ある 。 だ が これ ら の 生物 の 大 半 は 大 量 絶 
減 に よっ て 死 減 し て し まっ た 。 特に 海洋 生物 は 95% 
が 失わ れ 、 これ は すべ て の 大 量 絶 減 の な か で も 最大 
規模 で ある と 言わ れ て いる 。 一 方 、 中 生 代 白亜 紀 に 
も 大 量 絶滅 は 発生 し た 。 この 時 に 犠牲 と な っ た の は 
巨大 を 史 虫 類 一 一 恐竜 で ある 。 南米 は ユカ タン 半 
島 周辺 に 落下 し た 隅 石 に よっ て 地球 の 気象 状況 が 
一 変 し 、 そ れ に 対応 で き な か っ た 恐竜 は ご く 短 時 間 
の 間 に 姿 を 消し て し まっ た (恐竜 絶 減 の 説 と し て は ほ 
か に も 提出 され て いる が 、 限 石 落下 説 は 最も ポ ピ ュ 
ラー か つ 理解 し や すい 有 説 と いえ よう )。 この よう な 大 
量 絶滅 は 地球 の 歴史 の な か で 何 度 も 発生 し 、 な か 
に は 8 回 も の 絶 減 が 起こ っ た と 唱え る 学派 も ある ほ 
ど で あ る 。 つ まり 突発 的 に 地球 生物 を 襲っ た か に 見 
える 未 負 有 の 大 秋 害 は 、 実は 決し て 珍し い 現象 と は 
言い 切れ な いも の な の だ 。 

だ が 、 多数 の 生命 を 破 減 に 導い た 大 量 絶 減 は 、 ま 
っ た く 異 な る 側面 を も 有 し て いる 。 絶滅 か ら 生き 残 
っ た 生物 は その 後 、 爆発 的 な 進化 を 遂げ て いる と い 


どの 記録 も 悲劇 の 真相 を 知る た め に は 不 充分 で ある と 言わ ざる を 得 な い 。 


うこ と だ 。 ペ ルム 紀 に 起こ っ た 海洋 生物 の 大 絶 減 を 
生き 残っ た 一 掘り の 生物 か ら は 多種 多様 な 魚類 が 
誕生 し 、 地球 の 海 を 支配 する こと に な っ た 。 また 絶 
減 し た 恐竜 に 取っ て 代わ っ た 路 乳 類 は や が て 霊長 類 
へ と 進化 し 、 ヒ ト へ と 連なる 進化 の 過程 を 形作っ た 
の で ある 。 何と な れ ば 約 40 億 年 前 に 発生 し た と され 
る 巨大 隅 石 の 落下 (ファー スト イン パク ト ) を 生命 の 
種子 が 誕生 し た 直接 的 要因 と 見 る 向き も ある ほど 
だ 。 つ まり 既存 の 歴史 を 紐解く 限り 、 大 量 絶 減 の 後 
に は 次 の 世代 の 発展 が 待っ て いる の で ある 。 な ら ば 
セカ ンド イン パク ト を 乗り 越え た 人 類 に も 、 さらなる 
発展 が 約束 され て いる の だ ろう か 。 それ と も 人 類 に 
取っ て 代わ る 新た な 生物 が 現われ る の だ ろう か 。 そ 
れ は の ちの 歴史 が 証明 し て くれ る こと で あろ う 。 


時 意 城 調査 隊 
中 第 1 使徒 アダ ム 


重 世 二 已 
言 人 類 補完 計画 


テク ノロ ジー シー ト 


_echnology Sheet 


モカ ンド イン ツ ト 


南極 | 
極微 | : 
~ ia - 
尖 買 | 2002 年 に 派遣 され た 第 一 、 第 
に 一 | 次 国連 調査 団 の 分 析 記 録 を 基 
球 石 | に 「 セ カン ドイ ン パ クト 調査 委員 
| 規 の | 会 」 が 発表 し た と ころ に よれ ば 、 セ 
| “和 模 に | カン ドイ ン パク ト は 南極 大 陸 の マ 
“ 全 カム 山 周 辺 に 落下 し た 限 石 に 
2 まま | よっ て 引き 起こ され た 。 最大 直径 
厄 る | 10cm 以 下 、 質 量 4.02X10* ト ン 
| 


の 随 石 が 光速 の 数 十 % と いう 速 
度 で 落下 し た の だ 。 ちな み に こ の よう な 現象 は 数 億 
年 に 1 度 の 規模 で あり 、 予測 は 不可 能 と され た 。 


南極 の 水 が す べ て 溶解 し て 
し まっ た こと か ら 全 世界 的 
に 海水 面 が 数 十 m も 上 昇 。 
その た め 海 抜 の 低い 地域 
は 軒並み 海 の 底 に 没 する こ 
と に な っ て し まっ た 。 


限 石 衝突 の 衝撃 は 地球 の 内 
響 を 与え た 。 地 

が 変動 し た こと 

か ら 日 本 で は 四季 が な く な 

り リ 、 一 年 を 通し て ほぼ 夏 と 

いう 状態 に な っ て し まっ た 。 


| ヒ 自 | 
| ト 姜 | 8 8 
| の 欠 | 上 カン ドイ ン パ クト が 引き 起こ し 
| 手 害 ‖ た 全 世 界 規模 の 気象 異常 は 多数 
| | の 人 命 を 失わ せ た 。 だ が 本 当 の 
| る きき | で は セカ ンド イン バク ト 後 に ほ 
記 釜 | か な ら ぬ ヒト 自身 に よっ て 引き 起 
2 次 | こさ < れ た の で ぁ る 。9 朋 15 日 、 以 
| = を | 前 か ら 緊張 状態 に あっ た イン ド 、 
| 誠 | パキスタン 国 寺 付 近 で 可 民 同士 
| 


| の 武力 衝突 が 発生 。 これ を 契 欄 
上 に 政情 不安 が 急速 に 世界 中 に 広 
が り 、 民族 紛争 や テロ 行為 を 加速 させ る こと と な っ た 。 
9 月 20 日 に は テロ リス ト が 投下 し た 新型 爆弾 に より 東 
京 が 壊 減 。 一 連 の 災害 、 紛争 に よっ て 死亡 し た 人 数 
は 、 当 時 の 世界 人 口 の 半数 に も の ぼる と 言わ れる 。 


セカ ンド イン パク ト と その 後 
の 災厄 は 人 類 史 上 最悪 の 
も の で あり 、 その 記憶 を 忘 
コ ゴ れ な いこ と が 生き 残っ た 人 
4 間 に 課 せら れ た 義務 と され 
た 。 


セカ ンド イン パク ト と それ に 
伴う 災厄 で 命 を 落と 
人 々 の 墓標 が 広 が 
碑 的 な 場所 も 作ら れ : 
が ほとん どの 遺体 は 失わ れ 
て いる た め 、 墓 に 眠る の は 
思い 出 の み で ある 。 


この 国 は セカ ンド イン バク ト 以 前 の 南極 大 陸 と 、 各 国 の 観測 基地 の 位置 を 示し た も の で ある 。 ーー 
だ が 各 施 設 と 観測 記録 は 大 陸 ご と 失わ れ 、 詳 細 な 限 石 落下 地点 は 現在 に 至る も 不明 で ある 。 


曲 南 極大 陸 と 限 石 落下 地点 


'⑩ エ ドア ルド ・ フ レイ 基地 (チリ ) 
@ 世 宗 基地 (韓国 ) 


に 
e 5 


@ マ ラン ビオ 基地 (アル ゼン チン ) ki 
@ パ バー マー 基地 (アメ リカ ) @ 4 
@ ロ ゼラ 基地 (イギリス ) @ 


⑥@ ハ レー 基地 (イギリス ) 

@ フ イマ イヤ 基地 (ドイ ツ ) 

⑥ サ ナ エ 第 4 基地 (南ア フリ カ ) 

⑨ ス ベア 基地 (スウェー デン ) 

⑯ ノ ボラ ザ レ フス カヤ 基地 (ロシア ) / 
マイ トリ 基地 (ドイ ツ ) | 
@ あ すか 稚 測 地点 (本) | 
@ 昭 和 基 地 (日 本 ) 
@ マ ラジ ョ ー ジ ナヤ 基地 (ロシア ) | 
⑧ み ず は 基地 (日本 ) 
ドーム ふじ (日 本 ) 

⑯ モ ー ン ン 基地 (オー スト ラリ ア ) 
@ 中 山 基地 (中 国 ) 

⑯ デ イビス 基地 (オー スト ラリ ア ) 
@⑧O ア ムン ゼン ・ ス コッ ト 基 地 (アメリカ) 
⑱ ボ スト ー ク 基地 (ロシア ) 

悠 ミ ー ル ヌイ 基地 (ロシア ) 

@ ケ ー シ ー 基 地 ( オ ー ス トラ リア ) 
⑳ マ クマ ー ド 基地 (アメ リカ ) 

人 @ デ ュ モン ・ デ ュ ル ビル 基地 (フラ ンス ) 


ドロ ー ニ ング ・ モ ー ド ラン ド 
@ 


南 本 点 
@ プリ ン セ ス ・ エ リザ ベス ラン ド 


® 


a“. 
ピン ソン マシ ラ 山 
エル スワ ー ス ラン ド 


南极 横 断 出 脾 。 ⑧ 


マリー. パー ドラ ンド 
ーー バテ ァ ルン セン 海 と 
し と 2 
ウィ ルク スラ ンド 
ピク トリ アラ ンド 
る 


連 主 導 に よる 世界 再編 昌 簡 易 年 表 ノ セカ ンド イン パク ト 後 の 世界 


夫 速 に 悪化 する 世界 情勢 に 各国 は 事態 の 沈静 化 に 努め た [ 


が 、 セカ ンド イン バク ト の 被害 も 癒え ぬ 状 態 で は 国内 の 安定 化 は 2 
を 図る の も 難し いと いう 状況 だ っ た 。 そこ で 2001 年 2 月 14 日 、 下 
国連 が 主体 と な り 、 各国 間 で 休戦 臨時 打 約 (バレ ンタ イン 休 | 9 月 19 日 セカ ンド イン パク ト 発生 
戦時 条約 ) が 締結 され た 。 これ に より 世界 は 一 応 の 安定 を 。 | ME 
迎え た の で ある 。 さら に 翌 2002 年 、 米 、 英 、 独 、 赴 、 日 に よっ 見 舞 わ れる 
て 国連 が 再編 制 さ れる と 同時 に その 発言 力 が 強化 され 、 世界 の ER 
9 月 15 日 イン ド 、 パキスタン 間 で 難民 同士 の 衝突 が 発生 
は 国連 主導 の 下 に 再建 され る こと に な っ た 。 各国 が 保有 する さ 5 に ヨル ダン 、 カン ボ ジ ア 、 ロ シア 等 で も 朱 動 、 
軍備 は 国連 軍 (UN 軍 ) に 吸収 され 、 有史 以 来 は じ め て 、 人 類 | 紛争 が 連鎖 的 に 発生 
は 統一 国家 に 等 し い 政治 形態 を 手 に 入れ た の で ある 。 その 9 月 20 日 チロリ スト が 東京 に 新型 爆弾 を 投下 
後 、 国 連 本 部 は ニュ ー ヨ ー ク か ら 日 本 の 松本 へ と 移管 され 、 
世界 は セカ ンド イン パク ト の 爪 聞 か ら 回 衝 し て いっ た の だ っ た 。 AD.2001 
2 月 14 日 パレ ンタ イン 休戦 臨時 条約 
AD.2002 
2 月 14 日 アメ リカ 、 イギリス 、 ド イツ 、 ロシア 、 日 本 に よる 国 
運 の 再編 制 
国連 本 部 、 日 本 の 松本 に 移管 
1 ン バ ク ト の 真相 究明 の た め 、 南極 に 第 
時 ーー 調査 団 を 派遣 
时 た 特務 機関 NEHV も 国連 直轄 の 組織 で あ 
る 。 と は いえ 超 法 規 的 に 保護 され た NERV は 国連 の : は 異な る 第 二 次 調査 終了 後 、 国連 直属 調査 機関 「 セ カン 
動き を 見 せる こと が 多く 、 国連 関係 者 と は 犬猿 の 仲 で ある 。 ドイ ン バ ク ト 調 査 要員 会 」 に よる 公式 発表 
セカ ンド イン パク ト の 原因 は 極小 陽 石 が 光速 の 数 
、 十 % の 速度 で 南極 に 落下 し た た め と され る 


e gm に 


な い 光 景 を 
ゲン ドウ は 「 原 


罪 の な い 浄化 され 


⑨GAINAX・ カ ラー/Project Eva. @⑨GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 DO9- 縮 


AUMAN WORK に 本 全 
| Timelin 
| 人 の 造り し も の Sheet 09 


| HUMAN WORK 


imeline Sheet 


一 
AD.2015 _ @NERV 本 部 
| ゲン ドウ ミ が 為 さ れ た 
| NERV 本 部 の 総司 令 官公 務 室 で 、 委 ゲン ドウ が 何者 に 
| か と 電話 を し て いた 。 相手 の 男 が 言う 。「 彼 ら が 情報 公 は 
開 法 を 盾 に 迫っ て いた 資料 で す が 、 ダミ ー も 混ぜ て あし ポ 
| ら っ て お きま し た 。 政府 は 裏 で 法 的 整備 を 進め て いま す で ト 
| が 、 近 日 中 に 頓挫 の 予定 で す 。 …… で 、 どう で す ? 例 8 
の 計画 の ほう も こっ ち で 手 を 打ち まし ょ うか 」 ゲン ドウ は 真 
卓上 の 書類 と 写真 を 見 下ろ し な が ら 、 静か に 答え た 。 
「 い や 、 きみ の 資料 を 見 る 限り 、 問題 は な か ろう 」 き 
ココ た 
| LEL_ 
站 | 
の 会 話 は 、 日 本 政府 が NERV へ 反感 
ーー こと を 窯 わ せる も の だ っ た 
| @NERV 本 部 
一 
が た め 
を 胸 の 
装甲 が 外れ て 剥き 区 人 全 
っ た 初 号機 の 頭 部 が 浮か ん だ 。「EVA っ て 何 な 中 の と 
ん だ ろう ? 」 シ ンジ は 素朴 な 疑問 を 覚え た 。「 血 の 匂い が 論者 
する エン トリ ー プ ラグ 。 な の に どう し て 落ち 着く ん だ ろう 」 よ 示 時 
oe だ が 、 それ は シン 名 
| “全 答え られ な い 問い で あ た 味 に 
| り 、 和 結局 、 自 分 は 何 も わ 90 
| か っ て いな い の だ と 気 づ 
| 
| 
AN の り 1 | 444 
/ 3 | 4 } 
| 制服 姿 の まま 、 ヘ ッ ド セ ッ ト の き 
A HUM V Rk | み を 装着 し て 実験 
ジ 。 そろ そろ EVA へ の 搭乗 に 
| も 慣れ て 余裕 が 出 て きた の 
| が 。 は EVA と いう 存在 
| ‘を 人 選 ら す 。 
| 2 
| 0 
1 
| 5 
年 
| ゲ 示 J 情 日 シミ シミ 
| ン 唆 人 报 本 2 
| ド すべ 操 政 ジ ジ 
| 入 1 2 
| ウ る の 作 府 し の の 
| 0 と に 変 人 
| | 加 2 化 路 
| 持 害 す に 相 
| ロビ 次 3 
| と 作 る に 了 
| 接 を ぶ EB 
触 出 
席 


AHUMAN WORK 


@ 第 吉 中 学 校 


ずぼら な ミサ ト の 姿 に 
朝っぱら か ら だ らし な い 格 好 で 


ジ た ち が シ ン 


釘 を 刺し て 、 


壁 は ぼ さ ぼ さ で 顔 も 洗っ て いな い 
と いう ルー ズ 極まりない 食 
卓 に 着い た 彼女 は 進路 < 行 評 
く の も 仕事 の うち と お どけ て みせ 

る 。 し か し 、「 仕 事 で すか 」 と 意気 


高々度 電導 
| 
| 


ー ル を 飲む ミサ ト に シン ジ は 
うん ざり し て いた 。「 ほ ん と に 今日 、 学校 へ 来る ん で すか ? 」 嫌々 
な が ら ミ サト に 尋ね る シン ジ 。 今日 は 彼 の 進路 相談 の 日 な の だ 。 
ミサ ト は 彼 の 保護 者 と し て 行く 気 満々 の よう で ある 。 や が て トウ 
を 迎え に や 
っ て くる と 、「 ミ サト さん 、 そ 
の 格好 で 出 て いか な いで 
よ 。 恥ず か し いか ら 」 そ う 

ンジ は 云 関 
へ 向かっ た の だ っ た 。 


暫 油 せ さ 玩 Ot 当 こき っ 
上 計 其 隠 百 燈 1 rettMT 


A.D.2015 


@NERV 本 部 


進路 相談 
紅 の フェ ラー リ で 到着 。 7 
手 派手 し い 登場 に トウ ジ 
を は じ め と する 男子 は 嬉し 
そう に 騒ぐ が 、 シ ンジ だ け 
は し ら け 気味 で ある 。 する 
と トウ ジ と ケン スケ は そん 
な シン ジ の 背中 を 叩き 、 地 
球 の 平和 は お 前 に 任せ る 
か ら ミ サト さん は 自分 た ち 
に 任せ ろ と 言う の だ っ た 。 


に 
V サ イン を 向け る ミ 


上 洞 木 ヒ カリ を は じ め と 
介する 女 生 徒 は 、 は し ゃ 
四 ぐ 男 子 に 「 バ カ み た 


A.D.2015 _ @ 第 3 新 東京 市 


その ころ 、 ゲン ドウ は 予算 委員 会 に 出席 する た め 、 
SSTO で 南極 上 空 を 移動 し て いた 。 陸 に 座っ た 男 が 
語り か け て くる 。 「 サ ンプ ル 回 収 の 修正 予算 、 あ っ さり 
通り まし た ね 」「 委 員 会 も 自分 が 生き 残る こと を 最 優 
先 に 考え て いる 。 その た め の 金 は 惜しむ まい ] 彼 の 言 
葉 が 示す よう に 6 号機 の 予算 も 承認 され 、 さら に 8 号機 
の 建造 計画 も る 進み つつ ある 。「 我 々 の 道 は 彼ら を 倒す 
し か ある まい 」 そ う ゲ ンド ウ は 言い 放っ た 。 


自分 の 国 は 8 号機 か ら 建 千 
画 に 参加 する と ゲン ドウ 
える 男性 。「 私 も セカ ン 
ドイ ン バ ク ト の 二の舞 は ご め 
ん で すか ら ね …… 


20220 = 
。 
ン 
。 
ク 初 正 
ス 号 体 
試 機 を 
PS 
ロ 。 u 
加 る 


シン ジ は リツ コ か ら セ カン ドイ ン パ クト の 真相 に つ 
いて 聞か され る こと に な っ た 。15 年 前 、 人 類 は 最初 
の 使徒 を 南極 で 発見 し た 。 その 調査 中 に 起き た 
不明 の 大 爆発 が セカ ンド イン パク ト で あり 、 NERV と 
EVA は 使徒 の 再 出現 に よっ て サー ドイ ン パ クト が 起こ 
る の を 未然 に 防ぐ た め に 存在 する の だ と いう 。 話し 
終え た リツ コ は 背後 の ミサ ト を 振り 返り 、「 と ころ で ア 
レ 、 予定 通り 、 明日 や る そう よ 」 と 述べ た 。 


リツ コ の 語る 15 年 前 の 事 
の 当時 、 葛城 調査 隊 
行 し て まさ に 南極 に い 
ト は 、 固い 表情 の まま 
て いた 。 


ツ コ か ら 投 げ ら れ 
、「 わ か っ た わ 」 と 
静か に 返答 する ミサ ト 。 その 
顔 か ら は 、 い つも の 陽気 さ 
が 消え て いた 。 


如 压 责 协和 炎 并 汕 
テテ ペ 等 


翌朝 、 い つも の よう に 食卓 に 着い て いた シン ジ の 前 
に 、 礼服 を 身 に 着け た ミサ ト が 現れ た 。「 お は よう 」 い 
つも と 違い 、 きり っ と 引き 締まっ た 表情 の ミサ ト に シン 
ジ は た じ ろ ぐ 。「 仕 事 で 旧東 京 まで 行っ て くる われ 。 多分 、 
帰り は 遅い か ら 、 な ん か デバ っ て 」 淡々 と 用 件 を 告げ 、 
ミサ ト は 出かけ て いっ た 。 普段 の だ らし な い 姿 と の あ 
まり の ギ 7 に 、 シン ジ は 貴 然 と し た まま 、 それ で も 
し っ か り と ミサ ト を 見 送る の だ っ た 。 


本 シン ジ に は いつ も 通り の 朝 。 

し か し ダイ ニン グ に 現われ た 
ト は 、 普段 と 別人 の 毅 
し た 姿 を し て いた 。 


果 気 に と られ た シン ジ は トー 识 
スト を か じ っ て いた 手 を 思わ 哺 
ず 止 め て し まう 。 その 横 で 
ン ペ ン も 目 を 丸く し て いた 。 


NN: 


ぶさ きま 副 t 癌 調 
NS 


9S テ マユ プー は 


ざき 日 
本 圧 ク 図 筐 泊 湯 古 テキ 
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ふた り を 待っ て いた の は 露骨 な 嫌がら せ だ っ た 在 名和 式典 終了 後 、 招 待 客 は 
ミサ ト は リツ コ と 共に ある 式典 に 出席 する た め 旧 東京 へ 向 か E で の 管制 室 の ある トー チカ へ と 
っ た 。 民間 事業 団体 で ある 日 本 重化学 工業 共同 体 が 開発 し て ん 用 系 っ た いよ いよ A の 
徒 迎撃 用 兵器 「J.A. (ジェ ッ ト ア ロー ン ) 」 が 完成 し 、 その を い を 公開 試運転 の 開始 で あ 
披露 記念 会 と 試運転 の 場 に NERV 代 表 と し て 招待 され た の で あ き 吉 か る 。 巨大 な 格納 庫 が 開く 
る 。 リツ コ は 内 蔵 型 動 力 で 稼動 する J.A. の 兵器 と し て の 安全 恋 抽 好 姿 在 现 L 大 。[ 步 
性 を は じ め と する 質問 を 開発 資 任 者 の 時 田 に 浴び せる が 、 逆 に し チ た 、 前 进 微 速 。 右 脚 、 前 
EVAO 暴 走 去 挪 扒 志 机 、 塌 内 四 人 名 办 已 嘲笑 在 受 压 百 。 [二 UL な 本 へ !」 ス タッ フ の 声 と 共に 
な さい よ 、 大 人 気 な い 」 ムキ に な る リツ コ を や る 気 な さそ うに 止 シ は ゆっ くり と 一 歩 を 踏み 出 
め る ミサ ト 。 だ が 、 彼女 も 内 心 で は 怒り に 煮え 繰り 返っ て いた 。 5 す 。 だ が 異変 が 起こ っ た の 
は 、 ま さ に その 時 だ っ た 。 

ト 場 

が 


の な か に あっ た 。 


と へ て ロー は で ロ mt 


命令 を 愛 は 格納 庫 か 
ら 足 を 踏み 出す J.A.。 
| だ 有 は 見 事 成 功 か と 
間 思わ れ た が ……。 


。 


内 
で 
は 
お 
と 
を 
し 
く 
し 
Ke 
い 


え 
室 
局 
入 
る 
と 
ネ 
の 
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_ 独断 で 行動 する こと に 決死 の 作戦 に 、 シ ンジ は ミサ ト の 一 面 を 見 た + 
決め た ミサ ト は 初 号機 を こ JA は 廃 培 と な っ た 旧東 京 の 街 を 歩き 続け て いた 。 炉心 内 部 は 
に で は 着実 に 圧力 が 増し て お り 、 炉心 融解 の タイ ム ! 中 

に 時 間 が な い 状 態 で ある 。 その 時 、 輸 : 運ば れ た : が AN 
PR ど 時 間 が な い 状 態 で ある 。 その 時 、 輸送 機 で 運ば れ た 初 号機 5 


J.A. の 背後 か ら 接近 する と 、 相手 の 動き を 封じ 込め た 。 前 進 す 
る J.A. を シン ジ が 力 づ 
く で 押し と ど め て いる 間 
に 、 ミ サト は EVA の 掌 
か ら J.A. に 乗り 移る 。 
無事 に ハッ チ を 開い た 


さこ 


1 接 乗り 込ん で 、 
人 力 で 停止 させ よう と い 
う の だ 。 彼女 の 決意 を 見 
て 取っ た 時 田 は 、 プ ログ 
ラム 消去 の パス ワー ド は 


三 岗 习 放下 。 


た す : リ リー 


は or 


nS 


に 


[ 


っ きせ 中 滞 ] 


oct 漂 GtMDS ア テキ 


002 ミサ ト は 、V サ イン を シ 笑 ト 危 
ミ ンジ に 出す と J.A. の 内 っ 肖 は 人 
サ 部 へ と 消え て いっ た 。 六 路 状 
に 
J.A. は 5 分 以内 ン の も 
に 炉心 融解 する | 在 时 办 
上 い 。 | 上 と か 
图 输送 楼 六 5 投下 』 て 同 ち 
命がけ で J.A. に 乗り 3 され た EVA は すみ エ す 
込 も うと する ミサ ト に 、 = JA に 猛 スピ ー ド | 


財田 も 応え て くれ た 。 = 接近 し た 。 


2 

1 

5 

年 

出 JS 口琴 J 陥り 原 J 時 提 緊 ミ 進 ミ 

席 A サ 論 発 A る A 子 A 田 示 急 サ め サ 
| | NN 6 と NAS det bk  $ ト 
成り 』 を 侍 起 制 只 拱 貼る 正 」 
披 み “2 重 御 短 載 有 
二 玉 请 温 れ 9 人 
だ と 状 度 た 1 入 
会 開 態 を を 运 
に 始 に 可 ョ 


ム FHUMAN'WGRK 


@ 旧 東京 地区 


不能 に 陥っ た J.A. に 時 田 [ 

突如 、 管制 室 に 警告 音 が 鳴り 回 いた 。 リア クタ ー の 内 
圧 が 勝手 に 上 昇 し は じ め た の だ 。 | 動力 閉鎖 、 緊急 停止 」 
時 田 の 指示 で 緊急 停 が 出さ れる が 、 J.A. は それ を 
受け つけ よう と せ ず に その まま 前 進 し 、 ト ー チ カ の 屋根 を 4 
踏み 抜い て し まっ た 。 崩れ 落ち た 天井 の 穴 か ら 脚 を 引き 
抜き 、 な お も 進ん で いく J.A.。 「 信 じ ら れ 予想 外 の 
出来 事 に 時 田 は 呆然 と する ば か り で ある 。 


暴走 を 続け る J.A. に 炉心 融解 の 危機 が 迫る 。 だ が 自然 
停止 は 奇跡 で も 起こ ちら ない 限り 、 無理 だ っ た 。 ミサ ト が 叫 
ぶ 。「 奇 跡 を 待つ より 捨て 身 の 努 力 よ ! 停止 手段 を 教え 
な さい | 時 田 は プロ グラ ム 消 
去 の パス を ミサ ト に 伝え る 許可 
を 取 ろ うと する が 、 政府 関係 者 
は その 問題 を た らい 回 し に する 。 


還 丘 田 如 1 


< ま S い 細 詳 へ ネ 品 画 測 
本 NSX 。 关 二 半 虹 蹊 下 韶 rv 而 


ert TACHI 請 らら 
に JeIat: ド に ルコ ムコ 


hi 


さき 


いざ と いう と きい 
れる こと を 恐れ 、 の らく らし た 
答え を 返す ば か り の 政府 関係 
2 っ 者 た ち 。「 爆 発し て か ら じ ゃ 何 
の 指示 の まま 、 機 体 は まっ すぐ al 1 も か も 遅い の よ ! | 業 を 煮やし 
トー チカ へ と 向かっ て 来 有 


> 穫 加 きす 匿 寺 潤 中 
和 .一 屠 洁 人 六 只 FHrr 滋 河 。 革 从 间 州 册 坦 咯 靶 和 .>. 一 


@ 第 3 新 東京 市 


か の 作為 に よる も の だ っ た ま が ミ 時 は ミサ ト を 見 直し た シン 
六 翌日 、 い つも 通り の 
J.A. の 内 部 は 熱気 が 立ち 込め て お り 、 な ん と か 制御 室 へ 辿り 着い た ミ ぶさ ト SR 
サト は 端末 か ら パ スワ ー ド を 打ち 込む 。 と ころ が 画面 に 現れ た の は エラ ー の だ らし な い 次 に げん な り し て し ま 
サイ ン だ っ た 。 何者 か の 手 で プロ グラ ム が 書き 換え られ て いた の だ 。 だ が 、 本 う 。 登校 中 、 思わ ず グ チ を こ ぼ 
ミサ ト は な お も あき ら め ず 、 腕力 で 制御 棒 を 押し 込 も うと あがき は じ め る 。 いま る す シ ンジ に 「 他 人 の 俺 た ち に は 
「 ミ サト さん 、 逃げ て | 」 シ ンジ が 叫ぶ 。 ついに 炉 必 温 度 が 交界 点 を 突破 す 遇 の 稼 見 せな い 本 当 の 姿 だ ろ 。 それ っ 
る 直前 、 ふい に 制御 棒 が 動き 出し た 。 内 圧 が 下降 し 、 ま た まま 書 な て 家族 じゃ な いか ] と 言う ケン ス 
ム が 正常 に 戻っ て いく 。 果 然 と それ を 眺め て い れ が 何者 か の は ジ ケ 。 その 言葉 で いつ の 間 
に よっ て あら か じ め 企 て られ た 奇跡 だ っ た こと に 気づく の だ っ た 。 た 作ら サト と の 距離 が 近づい て いた こ 
区 と に 気づい た シン ジ は 、 思わ ず 
と 笑顔 を 浮か べ る の だ っ た 。 
い 回 サ 
区 
99 
シ さ 
た や い 
の りな 
mm を ツタ ちあ る ませ て Cf て い 
「ERROR」 の 文字 ( き と す る ミサ ト 。 明らか に J.A. の シス テム に は 人 為 的 な 細工 5 た 9 その こと に 気づい た > 
が 施さ れ て いた 。 めき れ な い ミ サト は 全身 の 力 で 制御 棒 を 動か そう と する 。 が が ジ は 温か い 気持 ち に な 
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ぁ パ 空 に ラ 初 な ド 動 る の 直 ミ 
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基地 機能 を 喪失 し た 第 3 新 東京 市 で 、 
NERV は 如何 に 闘っ た か 


本 


第 3 新 東京 市 は 特殊 な 都市 で ある 。 この 都市 は 表 
向き に は 、 セカ ンド イン パク ト と その 後 の 争 乱 に より 
壊滅 し た 旧東 京 の 行政 機能 を 2001 一 2003 年 より 
折 定 的 に 引き 継い だ 第 2 新 東京 市 ( 旧 長 野 県 松本 
市 ) の 首都 機能 を 移す た め に 、 2005 年 に スタ ー ト し 
た 「 第 二 次 「 須 都 計 画 ] に よっ て 建設 され た 。 し か 
し 、 2010 年 に 都市 が 完成 し た 後 も 、 首都 機能 は 移 
行 さ れず 、 さら に は 一 般 住民 の 受け 入れ も 制限 され 
る な ど 、 軍 都 計画 自体 が 都市 を 建設 する た め の 隠 れ 
鞭 で あっ た 可能 性 が 高い 。 

第 3 新 東京 市 の 構造 は 、 表層 部 に 建設 され た 都 
市 と 、 NERV 本 部 の 置か れ た ジオ フロ ント と 呼ば れ | 
る 地下 空洞 部 に 二分 され る 。 さら に 、 都市 部 の 各所 | 
に は エヴァ ン ゲ リオ ン を 運用 する た め の サ ポー トシ ス 
テム が 設置 され 、 都 市 の 行政 も NERV の 干渉 下 に あ 
る 。 つま り 、 第 3 新 東 京 市 と は 、 使徒 の 迎撃 と セン ト 
ラル ドグマ の 維持 の 為 に 建設 され た 「 要塞 ] な の で 
ある 。 し か し 、 後に マト リエ ル と 呼称 され る 第 9 使徒 
の 襲撃 と 前 後 し て 起こ っ た 電力 の 供給 事故 に よっ て 、 
思わ め ぬ 脆 弱 性 を 露呈 する 結果 と な っ た 。 

本 来 、 ジ オフ ロン ト は 「 コ ロニ ー」 と し て 機能 する よ 
うに 建造 され て いる 。 その た め 、 電力 を は じ め と する 
ライ フラ イン は 、「 正 、 副 、 予備 」 の 三 系 統 が 用 意 さ 
れ 、 ど れ か ひと つが ダウ ン し て も 残り が バッ クア ッ プ 
を 行なえ る よう に 設計 され て いる 。 その た め 、 第 3 新 
東京 市 、 ま た は ジオ フロ ント が 完全 に 機能 を 停止 す 
る と いう こと は 、 理論 上 あり えな い の で ある 。 し か し 、 
第 9 使徒 出現 時 の 第 3 新 東 京 市 は 、 完全 に その 機能 
を 喪失 し て いた 。 すべ て の 機器 が 使用 で き な か っ た 
た め 、 使徒 の 出現 と 接近 すら 察知 で き な か っ た の で 
ある 。 沈黙 する 第 3 新 東京 市 に 対し 、 戦 略 自衛 隊 は 
情報 の 伝達 以上 の サポ ー ト を 行なわ ず 、 第 2 新 东京 
市 も 積極 的 な 行動 を 起こ さなか っ た 。 こう し た 状況 
の 中 、 使徒 の 接近 を 知っ た NERV は 、 人 力 で エヴァ 
ン ゲ リオ ン を 起動 させ 、 使徒 を 迎撃 し た の で ある 。 

今回 の 事件 に お いて 、 注目 すべ き は 対 使徒 戦 で 
は な く 、 ジオ フロ ント の 構造 的 な 欠点 と 、 NERV と 日 
本 国政 府 の 関係 一 一 停電 が 人 為 的 に 起こ され た も 


| の で あり 、 復旧 ルー ト か ら NERV 本 部 の 構造 を 把握 
し よう と し た 一 一 で ある と いえ よう 。 


クモ に 似 た 外観 を 持 
9 番目 の 使徒 。 強力 


本 第 9 使徒 マト リエ ル 


BS な 六角 液 を 分 巡 す る 
第 3 新 東京 市 が 攻撃 力 は 高く な か 
RNERV っ た と 推測 され る 。 

覃 日 本 国政 府 


09-17 
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1 < ヒー 信徒 な ら ぬ 人 間 の 手 で 引き 起こ され た 第 3 新 東京 市 の 機能 停止 、 そし て 第 9 使徒 の 橋 来 。 最悪 | 
SS 品 or 具 び プ 8 の タイ ミン グ で 行なわ れ た テロ に 、 NERV スタ ッ フ は 最善 を 尽く し た の で ある 。 


1 第 3 新 東京 市 の 停電 

義人 フロ ント 内 の 電力 の 供給 が 一 斉 

。 一 般 電 源 だ け で な く 信 号 な どの 都市 横 
2 止 し た 。 残っ 
力 は MLAGT シ ステ ム と セン トラ ルド グマ の 維持 に 使用 され 


第 2 次 稼動 延長 試験 


停電 事件 の 当日 、 EVA 零 号機 の 稼 


部 は 外部 と の 連 
絡 手 段 も 失っ た 


2 テロ の 可能 性 の 示唆 em 
電源 シス テム は 正 、 副 、 予 備 の 三 系 統 を 持つ た め 、 数 分 以内 2 
に 復旧 きれ る は ず で あっ た 。 し か し 、7 分 が 経過 し て も 状況 は 好 3 # 
転 し な か っ た . 続 が リレー の 祭 裕 も な い ほ ど 短 い 時 間 に 落 
ち た と いう ロ な どの 破 需 工 作 が 原因 と 推測 され た 。 


幸 


3 新た な 人 の 
戦略 自衛 隊 の 
海 方 面 か ら の 上 際 侵攻 
規則 どおり 警報 シフ ト に 移行 す 
隊 を 出撃 きせ る な どの 積極 的 な 


と き 、NERV は 電 
カ の 復旧 に 取り 
組ん で いた 


4 戦略 自衛 隊 の 連絡 作 統 草 会 語 は 、 使 
府中 総括 総 隊 司 令 部 は 使徒 の 出現 を NERV 本 人 
た め に 、 小型 飛行 機 を 発進 させ た 。 小型 機 は 第 3 新 使 秆 | 


し た 。 使徒 は 第 3 


生じ 到着 する と 、 音声 に よる 直接 連絡 を 試み た 。 その i と 本 


RY スタ ッ フ の 耳 に 届い た 


5 日 向 二 尉 、NERV 本 部 に 使徒 接近 を 通知 本 
小型 機 か ら の 連絡 に よっ て 使徒 の 接近 を た NERV の 日 向 aa 
二 尉 は 、 独 自 の 判断 で 付近 を 通り か か っ た 選挙 活動 中 の 一 般 車 1 は 
両 を 徴発 。 きら に 車両 用 の 搬入 口 か ら 、 閉鎖 され て いな い ル ー ト 
を 経由 、 発令 所 に 到着 する と 、 使徒 の 出現 を 報告 し た 。 


を 分 泌 す る 。 し か し 、 その 形 5 
ぷら 、 格 闘 能力 、 防 御 能力 な どの 直接 
闘 力 は 低かっ た と 推測 され る 。 


6 NERV 本 部 、 報 告 を 受け EVA 出撃 を 発令 i 


日 向 二 尉 の 報告 を 受け た 和 司 令 は 、EVA の 出撃 を 指示 、 自 身 で 0 


も ケイ ジ へ と 向かっ 機 の EVA の 出 レーー ーーーーーーー つ i 

その 頃 、 EVA 操 終 本 うな 器官 
EN A 本 体 下部 の 「 目 ] の よう な 器官 か ら 溶 
MM 0 JO 人 それ 以外 の 攻撃 法 は 確認 され て いな い 。 
に っ いし 、 で J 


A の 操縦 者 は 到着 し て いな か っ た 。 向かっ て いた 。 


7 EVA 出撃 、 使 徒 と 接触 5 < 。  。、 加計 kc 
独自 に ケイ ジ に 到達 し た 3 人 の 操縦 者 は 、EVA に 搭乗 。 それ を 【 
確認 し た 侯 司 令 6 出撃 し た 8 機 の EVA は 、 


は EVA を 出撃 さ 


EVA の 稼働 時 間 


整備 用 と 思わ れる 通路 か ら 地 上 を 日 指 し た 。 その 後 、 地 上 に 繋が | 本 
る 終 穴 に 出る が 、 そこ で 使徒 の 攻撃 を 受け 後退 を 祭儀 な くさ れ た 。 重量 大 下 れ て いな か っ た 。 
8 3 機 連動 の 作戦 を 立案 、 使徒 を 撃破 上 ， 恒 1 上 3 機 の EVA に よる 
EVA 王 の 継 者 が 、 新 た な 作戦 を 立案 。 符 ) 时 上 NS AU コロ ニー と し て の ジオ フロ ント 


は 撃破 され た 。 使 


ッ ト ラ イフ ル を 回 収 し 、 初 号 機 が それ を 使用 し て 使 有 徒 の 撃破 と 同時 


号機 は AT. フ ィ ー ル ド の 中 和 と 初 号 機 を 浴 解 流 か ら 守 る ディ フェ ン 
ス を 行 。 3 機 の EVA の 連携 に よ 使徒 を 


第 3 新 東京 市 の 地下 に 位置 する ジオ フロ ント 
は 、 完 全 に 独立 し た コロ ニー と し て 機能 する こ 
と を 前 提 に 建造 され て いる 。 そ の た め 、 ラ イフ 
= ライ ン な どの 整備 も 万 全 で ある 


NERV 本 部 


NERV 職 上 員 の 能力 と 、 りな 財部 


座 の 5 s 
AM うし た 状況 下 で は 、 第 9 新 東京 市 の 迎撃 機 能 も 失わ れる た 
事態 へ の 対応 能力 が 試さ れる こと と な っ め 、 国連 軍 な ど と の 連携 も 必要 と 思わ れる 。 


@ 非 常時 に お ける EVA の 運用 
の 確か さ を 究 わせ た 。 し か し 、 穫 EVA の 電源 の 整備 は 通常 整備 の 一 環 と し て 常に 行 
と し て の NERV は 、 非常 事態 へ の 対応 な われ で お り 起動 用 の 電源 も 確保 され て いた 。 し か し 、 
能力 (訓練 、 非 常 装備 備 募 、 マ ニュ アル ジオ フロ ント だ ブラ グ 類 の 排出 や 挿入 用 の 機材 が な か っ た 。 その た め 
今後 非常 事態 を 想定 し た 機材 の 設置 が 望ま れる 。 


Me 


され る 。 地上 と 


@GAINAX・ カ ラー/Project Eva.@GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 D09-』 


， エク スト ラシー ト 
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LOSSARY 


の ) 


D09-23 


アン ビリ カル ・ ブ リッ ジ に 備わる EVA を 固定 する た め の 最 後 
の 拘束 具 。 肩 部 か ら 二 の 腕 に か け て を 固定 し て お り 、 リ フ 
ト オ フ 時 に 解除 され る 。 


[|e 
る | 


EVA 専用 改造 陽電子 砲 (ポジ トロ ンス ナイ パー ライ フル ) 
の 最終 安全 装置 。 電 力 の 第 3 次 接続 後 、 葛 城 ミサ ト の 指示 
に より 解除 され る 。 


最終 安全 装置 が 解除 され た あと 、 日 向 マ コト の 指示 で 撃 鉄 が 起こ 
され 、 ヒ ュー ズ が 装填 され る 。 


部 より 光 の 槍 の よう な も の を 射出 し て 攻撃 し 、 機 能 増幅 後 | 
は 眼 富 より 怪 光 線 を 放つ よう に な る 。 水没 し た 旧 市 街 よ り 
上 陸 し 、 第 3 新 東京 市 へ と 侵攻 し た 。 そ の 途中 nr 地雷 を 使 
用 し た 国連 軍 に よる 猛攻 撃 を 受け る も 、A.T. フ ィ ー ル ド の 
展開 に より 目立っ た ダメ ー ジ は な し 。 小 破 し た 顔面 部 等 も 、 
自己 修復 機能 に より 回 復 し た 。 EVA 初 号機 と の 戦闘 (第 一 
次 直上 会 戦 ) に お いて 、 初 号機 の 左腕 部 と 頭 部 に 大 き な 損 
害 を 与え 沈黙 させ る が 、 暴走 し た 初 号機 に より コア を 攻撃 
され 、 同 機 を 巻き 込み 自爆 し た 。 な お 、 サ キ エ ル は ユダ ヤ 神 
話 に お ける 天使 の 名 。 木曜 日 の 守護 聖人 で 、「 水 」 を 司る 天 
使 と され る 。 ユ ダ ヤ 教 の グル ー プ の ひと つ だ っ た エッ セ ネ 派 
に お いて は 7 大 天使 の ひと り に 数 えら れ 、 悪魔 学 の 文書 に お 
いて は 、9 つ の 天球 層 を 支配 する 9 人 の 天使 の うち の ひと り 
と され 、 こ ちら で も 木星 を 支配 する 天使 だ と され て いる 。 


15 年 ぶり に 現れ た 使徒 。 そ の 圧倒 的 な 攻撃 力 と 防御 力 は 国連 軍 を 
篇 情 六 世 大 。 


| sem 


| ean 


ター ミナ ルド グマ に ある L.C.L. プ ラン ト へ の 扉 (も し く は そ 
の ロッ クシ ステ ム ) の こと 。 そ の 奥 に は アダ ム と され る 存在 
が 幽閉 され て いる 。 な お 、 日 向 マ コト は 扉 を 「Heaven's 
Door] と 称し て いた 。 


| 
mwoum 
1 


加持 リョ ウジ に よっ て 、 ド イツ 支部 か ら NERV 本 前 
され た アダ ム と され る 胎児 を 称し て ゲン ドウ が 言っ た 言葉 。 
セカ ンド イン パク ト の 原因 と な っ た 巨人 アダ ム の 肉体 と 何ら 
か の 関係 が ある も の と 推測 され る 。 


人 類 最大 の 3 
間 ] と 称 き # 


区 と きれ る セカ ンド イン パク ト は 、 
アダ ム と の 接触 で 引き 起こ され た と いう 。 


「 最 初 の 人 


|*#*z 


セカ ンド イン パク ト か ら 15 年 を 経て 出現 し た 、 第 3 使徒 。 人 
型 に 近い 形状 で 、 直 立 歩行 に より 移動 する 。 首 は な いも の 
の 、 鳥 類 を 思わ せる 顔 の よう な も の を 胸部 上 方 に 持つ 。 掌 


NERV に お いて EVA の 整備 を 担当 する 作業 員 。 ま た 、 使 徒 
の 調査 等 の 際 に 駆り 出さ れる こと も ある よう で ある 。 NERV 
の 文字 が 刻ま れ た タグ の つい た 、 
を 包ん で いる 。 


オレ ンジ 色 の 作業 服 に 身 


理想 的 な サン ブル と し て 残さ れ た 第 4 使徒 シャ ムシ エル の 残骸 を 調 
査 す る 際 は 、 多 数 の 作業 員 が 駆り 出さ れ て いた 。 


| ie 


NERV 本 部 の 部 署 の ひと つ で 、 正式 に は 戦術 作戦 部 作戦 局 
第 一 課 。 葛城 ミサ ト と 日 向 マ コト が 所 属し て いる 。 対 使徒 
戦 に お ける 作戦 の 立案 、 指揮 等 を 担当 する 部 署 。 


|**-> 


鈴原 トウ ジ や 洞 木 ヒカリ が 所 有 し て いる 様子 の ゲー ム 機 。 発 
売 は 1994 年 で 、 西暦 2015 年 の 時 点 に お いて は レト ロ ゲ ー ム 
に 分 類 さ れる も の で あっ た だ ろう と 推測 され る 。 ヤ シマ 作戦 
に お ける 大 電力 供給 の た め 、 日 本 全国 が 停電 する と の 上 臨時 
ニュ ー ス が 流さ れ た 際 に 、 ト ウジ と 相田 ケン スケ は 鈴原 邸 に 


て サタ ー ン で ゲー ム を し て いた 。 


エヴァ ン ゲ リオ ン 操 
継 適格 者 と し て の 自 
隊 還 上 信 を 失っ た 物流 ・ 
本 アス カ ・ ラ ング レー 
は 、 ヒ カリ の 寮 に 入 
| り 浸 り 、 現 実 光 避 
する か の ご と く 没 頭 
し て いた 。 


BE 


完全 変態 を する 昆虫 が 、 幼 虫 期 と 成虫 期 と の 間 に 経 過す る 
発育 段階 。 浅間 山 火口 内 で 発見 され た 成体 前 の 第 8 使徒 サ 
ンダ ルフ ォ ン を 指し て 、 赤 木 リ ツ コ は 「 開 の 状態 みた いな も 
の ] と 説明 し た 。 


ンダ ルフ ォ ン は 抵抗 する こと な く 、 容 易 
で きた 。 


遇 の よう な 7 
に 電磁 桐 に 拘束 する こ 


ey 


| サハ クィ エル 
| 
| 


ヤシ マ 作 戦 が 立案 され た 場所 。 作 戦 の 発令 前 、 葛 城 ミ サト 
と 日 向 マ コト は 、 こ こ で 実物 大 の EVA 初 号 機 の バル ー ン ・ ダ 
ミー や 独 12 式 自 走 日 砲 等 を 使っ た 実験 結果 等 も 鑑み つつ 、 
第 5 使徒 ラミ エル の 攻撃 パタ ー ン を 分 析 、 対抗 策 を 考案 し た 。 


室内 に は 多数 の モニ ター 
が 存在 し 、 そ れ ら を オペ 
レー ター が 操作 し て いる 。 
分 析 の た め の テ クノ ロジ 
ー の 粋 が 結集 し た 部 屋 と 
いえ よう 


イン ド 洋 上 空 の 衛星 軌道 上 に 出現 し た 第 10 使 徒 。 巨大 な 目 
の ご と き 中 心 部 の 左右 か ら 、 ア メー バ の よう な 手 が 生え た 形 
| 状 を 持つ 。 AT. フ ィ ー ル ド を 拡大 、 加重 する こと に より サー 
チ 衛 星 を 破壊 し 、 自 身 の 一 部 を 分 離さ せ て 個体 を 生み 、 そ 
れ を 高々 度 か ら 落 下さ せる 質量 攻撃 を 行なう 。 A.T. フ ィ ー 
ルド を 武器 と し て 活用 し た 初 の 使徒 。 ま た 、 強力 な ジャ ミ 
ング 能力 を 持ち 、 地 上 で の 通信 妨害 も 行なっ て いた 。 質量 
攻撃 の 落下 誤差 を 修正 し た の ち 、 本 体 ど と NERV 本 部 に 向 
か っ て 落下 を 開始 。 本 部 を 根こそぎ 破壊 し よう と 試み る も 、 
EVA 初 号 機 の A_T. フ ィ ー ル ド に より 着地 寸前 に 受け 止め ら 
れ 、 弐 号機 の プロ グレ ッ シ ブ ・ ナ イフ に より コア を 破壊 され 
て 大 減 され た 。 な お 、 サ ハク ィ エ ル は ユダ ヤ 、 キ リス ト 教 神 
秘 主 義 の 伝承 等 で は 、「 空 ] を 司る 天使 と され る 。 


エク スト ラシー ト 
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突如 、 衛 星 軌道 上 に 現れ た エキ セン トリ ッ ク な 姿 の 使徒 に 対し 、 葛 
城 ミ サト は 「 常 識 を 疑う ] と コメ ント し て いた 。 


ルフ ンピュータ 


MAGI の 下位 に 位置 する と 思わ れる NERV 本 部 の コン ピュ ー 
タ 。 プ リブ ノー ボッ クス の 模擬 体 を 経由 し て 第 11 使 徒 イロ 
ウル か ら ハ ッ キ ング を 受け た 。 そ の 際 、 モ ニタ ー 上 に [SUB- 
COMPUTER# 1] と ある た め 、 複 数 存在 する と 思わ れる 。 


使徒 の 進化 を 確認 し た 直 
後に ハッ キン グ を 受け る 。 
防壁 を 次 々 と 突破 され 、 
結果 的 に 使徒 の 手 に 落ち 
て し まう 。 


| 
| ゆー | 


救助 、 救出 の こと 。EVA 初 号機 に 取り 込ま れ た 確 シ ンジ を 
救出 する べく 赤木 リツ コ が 発案 し た 計画 は 、「EP2 式 サル ベ 
ー ジ 作業 手順 要 網 ( 含 、LP3 式 補完 手順 )] と 称 さ れ た 。 こ 
れ は 原始 の 海水 、 生命 の スー プ へ と 変化 し た L.C.L. 内 に 、 自 
我 境界 線 を 失っ た 状態 で 溶け 込む 和 シ ンジ の 身体 を 再 構成 
し 、 そ こ に 精神 を 定着 させ る と いう 作業 を 行なう と いう も 
の 。 な お 、2004 年 に も 同様 の 計画 が 実行 され た が 失敗 に 終 
わっ て いる 。 そ の と き の サ ル ベ ー ジ 対象 は シン ジ の 母 、 碗 ユ 
イ で あっ た よう だ 。 シ ンジ の サル ペー ジ 計 画 書 は 、2004 年 
に 実行 され た 計画 の デー タ を も と に 作成 され て いる 。 し か 
し 、 シ ンジ の サル ペ :- 画 も 失敗 に 終わ り 、 排出 され た エ 
ント リー プラ グ か ら は L.C.L. が プラ グ ス ー ツ と 共に 流れ 出し 
た 。 最終 的 ンジ は 生還 する が 、 こ れ は サル ベー ジ の 結 
果 で は な く 、 シ ンジ 自身 の 意思 に よる も の だ っ た と 推測 され 
る 。 な お 、 第 12 使 徒 レ リエ ル の 形成 し た ディ ラッ ク の 海 に 
取り 込ま れ た 初 号 機 を 救出 する 作戦 は 「 強 制 サ ル ベ ー ジ ] 
と 称 さ れ て いた 。 


ジ が 現実 世界 へ と 帰る こと を 迷っ て いた た め 、 サ ル ペ ー ジ 計画 
わる こと と な っ た 。 


三佐 


| 


NERV の 階級 第 拾 式 話 に お いて 、 葛 城 ミ サト が 一 尉 か ら 
昇格 し た 。 NERV で は 自衛 隊 の 階級 制度 を 踏 艇 し て いる よ 
う で 、 一 般 の 軍隊 で いう 少佐 に 相当 する 。 


元 の 階級 凍 を 目 聡 く 見 
つけ た 相田 ケン スケ は 、 
ミサ ト が 尉 官 か ら 佐 官 へ 


2 


浅間 山 火口 内 で 発見 され た 第 8 使徒 。 深度 1.780m の マグ マ 
中 に て 確認 され た と き は 、 成長 し きっ て いな い 負 の よう な 状 
態 で あっ た 。 NERV は この 使徒 の 捕獲 を 目指 し 、 A-17 を 発 
令 。D 型 装備 の EVA 弐号 機 に より 、 電 磁 光 波 棚 内 へ 拘束 す 
る 捕獲 作戦 を 展開 し た 。 捕 獲 に 成功 し た も の の 使徒 は 直後 
に 沿 化 を 始め て 電磁 柳 か ら 脱 出 、 急速 な 成長 の の ち に 弐号 
機 を 襲撃 し た 。 し か し 、 口 内 に 冷却 液 を 注入 され る こと に 
より 、 熱 膨張 状態 に あっ た 体 組織 が 破損 。 そ こ に プロ グレ 
ッ シ ブ ・ ナ イフ を 突き 刺さ れ 、 マ グマ 内 に 沈降 する 。 発見 
時 、 無 人 観測 機 に よっ て モニ ター され た その 形状 は 人 間 の 
胎児 の 姿 に 酷似 し て お り 、 そ れ ぞ れ 2 本 ずつ の 手足 、5 本 の 
手 の 指 を 持つ こと が 確認 され た 。 し か し 、 羽 化 後 成長 し た 
姿 は カン ブリ ア 紀 の 生物 アノ マロ カリ ス の よう な 口 と 、 カ レ 
イ の よう な 飛び 出 た 目 と ヒレ を 持つ 魚類 に 近い 姿 へ と 変貌 し 
た 。 そ の 能力 は 生物 の 概念 を 超え た も の で 、 マ グマ 内 を 自 
由 に 高速 移動 する 上 、 口 を 開く こと も 可能 だ っ た 。 な お 、 サ 
ンダ ルフ ォ ン は ユダ ヤ 、 キ リス ト 教 に お ける 天使 の 名 。 そ の 
名 は ギリ シア 語 で 「 共 通 の 兄弟 ] を 意味 し 、 ま た 、「 胎 児 ] 
を 司る 天使 だ と され る 。 カ バラ に お いて は 、 セ フィ ロー ト の 
樹 の 最低 点 に 位置 する マル クト を 支配 する 大 天使 で 、 最 頂 
部 ケ テ ル を 支配 する メタ トロ ン と は 双子 で ある と いう 。 「 エ 
ノ ク 書 ]」 に よる と 、 第 五 天 マテ ィ を 支配 する 天使 で 、 天 に 
達する ほど の 巨大 な 姿 を し て いる と され 、 罪 を 犯し た 天使 
た ち が 周 閉 さ れる 卑 獄 の 支配 者 で も ある と 言わ れる 。 


予測 し て いた より は る か に 早く 羽化 を 始め て し まっ た た め 、 初 め て 
使徒 を 拘束 する と いう 作戦 は 失敗 に 終わ っ た 。 


[ss トリ オ 


碗 シン ジ 、 鈴原 トウ ジ 、 相田 ケン スケ の 3 人 を 指す 。 彼ら と 
同じ 2 年 A 組 の 女子 が 3 人 を 押 搬 する 際 の 通称 。 主 に 洞 木 ヒ 
カリ や 物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー が か 使う 。 


第 4 使徒 シャ ムシ エル の 残骸 を 指し て 赤木 リツ コ が 言っ た 言 
葉 。 コ ア 以 外 は ほぼ 原型 を 留め て いた た め 、 使 徒 を 研究 す 
る サン プル と し て は 理想 的 な 状態 だ っ た よう だ 。 


サン プル を 分 析 す る こと に より 、 使 徒 を 構成 する 物質 や 、 そ の 固有 
波形 パタ ー ン が 人 間 の 遺伝 子 と 酷似 し て いる こと な ど が 明らか に な 


っ た 。 
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使徒 に よる 精神 攻撃 を 受け た 上 に 自信 を 失 く し 、 心神 可 失 
状態 と な っ た セカ ンド チル ドレ ン 、 物 流 ・ ア スカ ・ ラ ング レ 
ー が 収容 され て いた 病室 。 NERV 本 部 内 の 第 一 脳神経 外科 
に ある 一 室 の よう だ 。 す が る 者 が いな く な っ た 府 シ ンジ は 、 
この 部 屋 で アス カ に 助け を 求め よう と 訪れ る 。 


周囲 の 人 間 を 怖がり 、 葛城 ミサ ト か ら も 綾波 レイ か ら も 逃げ 出 そ う と し 
た シン ジ が 訪れ た の は 、 アス カ が 収容 され て いる 303 病 室 だ っ た 。 
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「Computed Tomography] (コン ピュ ー タ 断層 撮影 ) に よ 
り 、 放 射線 を 用 いて 走査 し た 物体 を コン ピュ ー タ 処理 で 画 
像 化し た 映像 を 映す モニ ター の 表示 方 式 。 視界 が 悪く 物体 
が 見 づら い 場 合 で も 、 コ ンピュータ の 画像 処理 で モニ ター に 
表示 し て くれ る 。 浅間 山 火口 に 潜行 し た と き 、 視界 の 悪さ 
を 見 て 物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー が EVA 弐号 機 の モニ ター 
を この 方 式 に 切り 替え た 。 


視界 が ゼロ に 等 し い 火 品 
内 に お いて 、 ア スカ は 外 
部 映像 方 式 を CT モニ タ 
ー へ と 切り 替え た 。 


⑯GAINAX・ カ ラー/Project Eva. @GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委 員 会 
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NERV の コン ピュ ー タ が ハッ キン グ さ れ た と き に 使用 され る 
対処 モー ド の ひと つ 。 第 11 使 徒 イ ロウ ル が NERV 本 部 内 に 
侵入 し 、 サ ブ コ ンピュータ を ハッ キン グ し た 際 、 C モ ー ド で 
の 対応 が な され た 。 
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浸水 の 可能 性 の ある 地盤 に トン ネル を 掘る 際 に 用 いら れる 、 
鉄製 の 円 筒 。 第 5 使徒 ラミ エル は 、 第 3 新 東京 市 の 中 心 部 上 
空 に 停止 し た と ころ で 、 ド リル の よう に 螺旋 状 の 掘削 ベル 


ト の つい た 直径 17.5m の 巨大 シー ルド を 使用 。 ビ ー ム 状 の 先 
端 ド リル で 空 孔 を 開始 し 、 ジ オフ ロン ト へ の 直接 攻撃 を 目 
指し た 。 


EE al a 
ドリ ル 状 の シー ルド が ジオ フロ ント に 到達 する まで に は 、10 時 間 程 
の 時 間 を 要 し た 。 


JAI( ジ シェッド アロ ー ン ) 


日 本 重化学 工業 共同 体 が 対 合 徒 戦闘 用 に 開発 し た 巨大 人 型 
自 走 兵器 。 開発 責任 者 は 時 田 シ ロウ 。 日 本 政府 の 肝 煎 り で 
あっ た らし い 。 遠隔 操縦 に より 作動 する 無人 ロボ ッ ト で 、 小 
型 原子 炉 リ アク ター を 搭載 する こと に より 連続 150 日 間 の 作 
戦 行動 が 可能 と され て いる 。J.A。 完 成 披露 記念 会 に お ける 
公 試 運転 に て リア クタ ー の 内 圧 が 上 昇 、 制御 不能 に 陥り 炉 
心 融解 に よる 爆発 の 危険 が 発生 。 そ の 際 、 葛 城 ミ サト が 直 
接 J.A. 内 部 に 入り 、 プ ログ ラム 消去 パス ワー ド ! 
試み る も 、 パ スワ ー ド は 暴走 を 仕掛 けた 何者 か に 変 
て お り 停 止 は 絶望 的 と な る 。 し か し 、 炉 心 融解 寸前 
グラ ム が 起動 し て 、 奇跡 の よう に 停止 する 。 結局 J.A. の 暴走 
は NERV 謀 報 部 に よっ て 仕組 まれ た も の で あっ た 。 


NJ 8 6 レブ 
ヒト の 形 を し た ロボ ッ ト で は ある が 、 そ の 頭 部 は 肩 に め り 込 ん だ よ 
うに な っ て お り 、 背 中 か ら は 多数 の 制御 棒 が 伸び て いる 。 
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ゲー ム 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 2] に 登場 する J.A. の 改良 


機 。 公 試運転 に 必ず 間に合わ せな けれ ば な ら な いと いう 事 
情 の た め 、 J.A. で は 搭載 が 見 送ら れ た 新型 リア クタ ー を 動 


力 と し て いる 。 出 力 が 大 きい た め 活 動 に は 膨大 な 量 の 冷却 | 


水 を 消費 。 そ の た め EVA の アン ビリ カル ・ ケ ー ブ ル の よう な 
給水 チュ ー ブ を 持ち 、 水 源 地 の 近く で な いと 長 時 間 の 運用 
が で き な い と いう 欠点 を 持つ 。 し か し な が ら 、 新 た に A.T. フ 
ィ ー ル ド を 突破 する 機能 が 付加 され て お り 、 人 笑 れ な い 性 能 
を 誇る 。 巨大 な ハン マー 状 の 武器 と 、 腕 の リン グ 状 装備 か 
ら 放 出さ れる 電撃 を 持つ 。 

登場 作品 「 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 2] 
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J.A. の 完成 を 記念 し て 開か れ た 会 合 。 公 試運転 兼ね て お 
り 、J.A. の ある 旧東 京 第 28 放 置 区 域 の 再開 発 臨海 部 国立 第 
3 試験 場 で 行なわ れ た 。NERV か ら は 葛城 ミサ ト と 赤木 リツ 
コ が 招待 され た も の の 、 そ の 待遇 は 他 の 招待 客 と は 大 きく 
差 が あり 、 形 式 だ け の 招待 で も る こと は 一 目 瞭 然 で あっ た 。 


ほか の 招待 客 が 様々 な 料 
理 で も て な され る 中 、 
NERV 代 表 で や っ て 来 た 
ミサ ト と リツ コ に 対す る 
も て な し は ビー ル だ け と 、 
その 扱い の 差 は 霞 骨 な も 
の で あっ た 。 


| JASDF 


[Japan Air Self Defence Force」 (航空 自衛 隊 ) の 略 。 第 拾 
壱 話 に お いて 、 府 中 に ある 総括 総 隊 司 令 部 の 総合 警戒 管制 
室 の 灰皿 に その 略 名 が 確認 で きる 。 


大 量 の 唄い 藤 が 詰まっ た 
ー 灰皿 に 「JASDF」 の 文 
字 が ある 。 


ジェ ッ ト ・ ア ロー ン 起 動 用 
オペ レー ティ ング シス テム 


日 本 重化学 共同 体 、 通 産 省 、 防衛 庁 の 共同 に よっ て 組ま れ 
た と 思わ れる J.A. 起 動 用 の オペ レー ティ ング シス テム 。 
Ver2.1.1b と Ver2.2.1c が 確認 され て いる 。 


Ver2.2.1c は 起動 直 デリ ー ト され 、 お そら くそ の 瞬間 NERV の 
工作 に よっ て リプ ログ ラム を 受け た と 見 られ る 。 な お 、 復 帰 時 は 
Ver2.1.15b に よっ て プロ グラ ム が 立ち 上 が っ て いる 。 


ジェ リコ と は 、 旧約 聖 書 「 ヨ シュ ア 記 ] に 登場 する 世界 最 
古 の 町 の 名 。 一 般 的 に は エリ コ と 称 さ れる 。 ジ ェ リ コ の 壁 
と は この ジェ リコ を 取り 囲む 城壁 の こと 。 7 日 間 、7 人 の 司 
祭 に 角笛 を 吹き 鳴ら させ 、 同 時 に イス ラ エ ル の 民 に 行進 さ 
せ た 後 、 ヨ シュ ア が 「 神 が 我々 に この 町 を 下さ っ た 」 と 叫ん 
だ と き に 崩れ落ち た と 伝え られ る 。 第 7 使徒 イス ラフ ェ ル と 
の 決戦 前 夜 、 葛 城 ミサ ト が 徹夜 仕事 で 家 を あけ た た め 、 科 
シン ジ と 物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー の ふた りき り で 夜 を 過 ご 
すこ と と な っ た 。 そ の 際 、 ア スカ は 布団 を 隣 の 部 屋 に 移動 
させ 、「 こ れ は 決し て 月 れる こと の な い ジ ェ リ コ の 壁 」 と 言 
っ て 裸 を 閉め る 。 な お 、1934 年 発表 の フラ ンク ・ キ ャ プラ 
監督 の 作品 「 或 る 夜 の 出来 事 ] の エピ ソー ド に は 、 一 夜 を 
共に する こと に な っ た 男女 が ペッ ド の 間 を 毛布 で 仕切 り 、 そ 
れ を 「 ジ ェ リ コ の 壁 」 と 称す る シー ン が ある 。 


裾 を 豆 に 障 え た は 良い も 
の の 、 ア スカ は トイ レ に 
立っ た 際 に 寝ぼけ て シン 
ジ の 布団 に 入っ て し まっ 
た た め 、 結 局 この 壁 は 意 
味 を 成 さなか っ た 。 


| ラ ィ ド 深 度 


ジオ イド と は 、 平均 海水 面 を 陸地 に まで 延長 し た と 仮定 し 
た と き の 、# 基準 と な る 面 の こと 。 第 11 使 徒 イ ロウ ル 
の ハッ キン グ に よっ て 、MAGI が 提議 し た 自律 自爆 の 範囲 
は 、「 ジ オイ ド 深 度 マ イナ ス 280、 マ イナ ス 140、 ゼ ロフ ロア 
ー」 と アナ ウン ス さ れ て いた 。 
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セカ ンド イン パク ト 以 後 、 南極 海面 に 出現 し た 。 ま た 、 セ 
ント ラル ド グ で 最 下層 の ター ミナ ルド グマ に も 、 こ の 塩 の 柱 
らし きも の が 存在 する 。 な お 、 上 旧約 聖書 「 創 世 記 」 第 19 章 
に は 、 ソ ドム と ゴモラ が 減 亡 し た 際 、 神 の 手 に より 脱出 させ 
られ た ロト の 妻 が 、 神 の 言い つけ を 守ら ず に 後ろ を 振り 向い 
た た め に 塩 の 柱 に な っ て し まっ た と の 記述 が ある 。 


ター ミナ ルド グマ に 存在 
する 塩 の 柱 と 、 南 極 に 現 
れ た 塩 の 柱 が 同様 の も の 
計 で ある か は 不明 。 


NERV 本 部 が 設置 され て いる 地底 都市 。 第 3 新 東京 市 の 地 
下 、 直径 6km、 高 さ 0.9km の 空間 に 設け られ て いる 。 89% 


が 土砂 で 埋没 し た 、 直 径 13.75km の 既存 の 球形 空間 を 利用 
し て 建造 され た 、 こ の 空間 は 生命 の 源 た る 「 リ リス の 


卵 ] で ある こと が サー ドイ ン パ クト 発生 の 際 に 判明 し た 。 周 
囲 に は 森林 、 地 底 湖 が 広がっ て お り 、 上 部 は 22 層 に わた る 
特殊 装甲 に より 防護 され て いる 。 地 上 と 変わ ら な い 明 る さ 
が 保 た れ て いる の は 、 地上 の 集 光 ブロ ッ ク か ら 光 ファ イ バ ー 
ケー ブル に より 太陽 光 が 送 り 込ま れ て いる た め 。 天蓋 部 に 
は 第 3 新 東京 市 と ジオ フロ ント を 結ぶ リニア レー ル が 走り 、 


エク スト ラシー ト 
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また 、 天 逆 部 中 央 に は 非常 時 に 第 3 新 東京 市 上 に 建つ 重要 
ビル を 収納 する た め の 、9 つ の 収納 ブロ ッ ク けら れ て い 
る 。 こ の 天蓋 部 は 、 ゼ ー レ が NERV の 直接 占拠 を 画策 し た 
際 に 、 戦略 自衛 隊 の n* 兵 器 に よる 爆撃 の た め に ほぼ 全壊 し 
た 。 な お 、 一 般 的 に ジオ フロ ント と は 、 土 地 所 有 者 の 所 有 
権 が 及ば な い 大 深度 地下 空間 (地下 50m 以 深 ) を 利用 し た 居 
住 空間 、 も し く は 新 物流 基地 、 廃 棄 物 処理 場 等 を 指す 。 


ジオ フロ ント の 景色 を 初め て 見 た 遂 間 、 シ ンジ は 感動 
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「 死 海 写本 ] と 呼称 され る 一 連 の 書物 。 ゼ ー レ が 活動 の 指針 
と し て いた 預言 書 的 な 「 斉 死海 文書 ] と は 別 の も の を 指す 。 
1947 年 、 イ スラ エル の 死海 北西 岸 の 要塞 都市 クム ラン 近く 
の 11 箇 所 の 洞窟 で 、 ア ラブ 系 の 遊牧 民 の 少年 に よっ て 偶然 
発見 され 、 そ れ 以 後 も 1956 年 頃 まで 次 々 と 洞窟 内 か ら 発見 
され た 。 文書 を 記 は 、 へ ブラ イ 語 の ほか に わずか な 
が ら ア ラム 語 、 ギ リシア 語 も 使用 され て お り 、 成 立 年 代 は 
紀元 前 2 世紀 中 頃 か ら 紀 元 後 1 世紀 の 間 と 推定 され て いる 。 
発見 され た 文書 は 少な く と も 800 点 存在 し 、 そ の 約 30% は 
へ ブラ イ 語 に よる 旧約 聖書 原本 の 写本 で 、「 エ ステ ル 記 」 以 
外 の 全文 が 残っ て いる 。 そ れ 以 外 の 内 訳 は 、 約 309%% が 聖書 
の 注解 ・ 内 部 文書 、 約 25% が ヘブライ 語 の 聖書 正典 に は 含 
まれ な い 外 典 ・ 偽 典 の 類 、 約 15% が 未 判明 の も の と な っ て 
いる 。 筆跡 分 析 の 結果 、 数 百人 の 異な っ た 筆跡 で 書か れ て 
お り 、 ま た 、 そ の 流 羽 な 筆跡 か ら 当 時 の 職業 的 筆記 者 の 手 
る も の と 判明 。 そ の た め 、 こ れ ら の 写本 は エル サレ ム 神 
殿 図 書館 か ら 流 出し た も の と 考え られ て いる 。 裏 死海 文書 
も 参照 。 


確 シ ンジ の 内 面 世界 で 見 られ る 記事 の 中 に も 、 人 工進 化 研 究 所 と 
共に 死海 写本 の 名 が 見 られ る 。 


| 
| 自我 境界 線 


自我 と 外界 と の 境界 線 の こと 。 自 分 の 肉体 を 自我 が 「 自 己 」 
と 認め る た め の 境 界 で 、 こ れ を 失う と 肉体 は 量子 状態 に 拡 
英 す る と 推測 され る 。 和 シ ンジ が EVA 初 号 機 に 取り 込ま れ 
た 際 の サル ベ 計画 は 、 こ の 自我 境界 線 を 失っ た 
量子 状態 な っ て エン トリ ー プ ラグ 内 を 漂っ て い 
肉体 を 再 構成 し 、 精神 を 定着 させ る と いう も の だ っ た 。 


自我 境界 線 を 失っ 
が 肉体 を 失う の だ と し た 
ら 、A.T. フ ィ ー ル ド も ま 
呈 た 自我 境界 線 と いえ る の 
か も し れ な い 。 


Ss 


ルター バッ バ 


セン トラ ルド グマ 内 の 施設 。 オー ト パ イ ロ ッ ト 実 験 を 行なっ 


ン パ ク 壁 より 第 11 使 徒 イ ロウ ル が 侵入 し た 

な お 、「 シ グマ ユニ ッ ト 」 と は 遺伝 子 工学 に お ける 用 語 で 、 
DNA か ら RNA へ の 転写 を 行なう 役割 を 持つ RNA ポ リ メ ラ ー 
ゼ を 構成 する 5 つの ポリ ペプチド ・ サ ブユ ニッ ト の ひと つ を 
ど (シグ マ ) ユニ ッ ト (も し く は oc サブ ユニ ッ ト ) と 呼ぶ 。 


使徒 に よる 侵食 が 発生 し た 際 、 セ ント ラル ドグマ を 物理 的 に 閉鎖 す 
る こと に より シグ マユ ニッ ト は 隔離 され た 。 


は 物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー の 日 常 
語 に 設定 され て いた の だ が 、 同 乗 し て いた 人 シ ンジ が 
に よる 思考 を し て いた せい で 思考 ノイ ズ が 発生 。 そ 
の た め 、 ア スカ は 思考 を 日 本 語 に 変更 し て いる 。 思考 
ノイ ズ も 参照 。 


思考 ノイ ズ 


エン トリ ー プ ラグ 内 に 想定 外 の 事物 が 挿入 され る こと に よ 
り 、 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 操 縦 適格 者 と EVA の 神経 接続 が 乱れ 
た 状態 に な る こと 。 操縦 適格 者 で は な い 人 間 の 同乗 や 、 設 


定 され た 思考 
思考 言語 も 参 


に ノイ ズ が 発生 する 。 


| Bee- ド | 


MAGI シ ステ ム が 自律 的 に 行なう 作業 モー ド の ひと つ 。 第 
127 次 定期 検診 後 、 メ ルキ オー ル 、 バ ル タ ザ ー ル 、 カ スパ ー 
の 3 基 す べ て が 自動 的 に 自己 診断 モー ド に 移行 し た 。 


| amrm 


戦略 自衛 隊 技 術 研究 所 が 開発 し て いた 兵器 。 NERV は ヤシ 
マ 作 戦 に お いて これ を 徴収 し 、 大 出 カ ボ ジ ト ロン スナ イ パ ー 
ライ フル へ と 改造 し た 。 


EVA 専用 陽電子 和 で は A.T. フ ィ ー ル ド を 貫通 する だ け の 大 出力 に | 
える こと が で き な か っ 、 戦 自 研 より 自 走 陽電子 砲 が 徴収 され 
る こと と な っ た 。 


mg 


師団 は 軍隊 の 部 隊 単 位 の ひと つ 。 独立 し た 作戦 行動 を 取る 
こと が 可能 な 、 最 大 の 固定 編制 部 隊 と され る 。 戦略 自衛 隊 
の 師団 長 は 、 ゼ ー レ が NERV 本 部 の 直接 占拠 を 指示 し た 際 
に NERV 攻 略 作戦 の 指揮 を 執っ て いた 。 


その 直後 サー ドイ ン パ クト の 衝撃 


に 香 み 込ま れる 。 
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